
基
本
事
業

基本事業名 対象 意図 取り組み方針

1 町民
生涯学習への意欲や関心が高ま
る。

学習情報等を積極的に配信し、学びの楽しさや必要性を啓発し、住民の学習意欲の高揚を図りま
す。
生涯学習フェスティバルや講座等のさらなる充実に努めます。

2 学習機会の充実 町民 学びの機会を得られる。
多様な学習ニーズを捉えた講座や教室を企画・開催します。地域で眠る人材に指導者として活躍でき
る場を提供する等、地域に根ざした学びの事業展開に努めます。施設整備により環境面からの学習
機会創出に努めます。

3

4

学習意欲の高揚

１．施策の現状 ２．施策の課題
・生涯学習の拠点となる公民館施設は、老朽化が進んでおり、住民のニーズにあった施設運営ができ
ない状況にあります。
・令和6年度の稼働に向けて導入を進めている図書システムについて、効率的かつ有効な利用方法
とそれに伴う体制つくりを検討しています。
・人口減少に加え、コロナ禍による集団活動の抑制があり、文化協会加盟団体や各地区の育成会な
どの活動が制限されています。また、再開のための新しい生活様式による活動の検討が進まない影
響で、存続自体が厳しくなり、既に解散したり町団体への加盟を諦めている団体もあります。
・生涯学習のきっかけとなる公民館講座の開設が、コロナ禍の影響で困難になっています。
・カルチャーセンターは、コロナ禍で一般利用は激減していますが、指定管理者が感染対策を講じた
うえで、イベント開催を徐々に増やしています。

・当面の間は新型コロナウイルス感染症等の影響を避けられないため、感染対策を
考慮した上での生涯学習の推進方法を検討する必要があります。
・会議室の改装やエレベーターの設置により、利便性が向上した中央公民館の更な
る活用方法の検討が必要です。
・公民館施設は、住民のニーズにあった管理運営を検討していく必要があります。
・令和6年度までに町内全図書室の資料検索や予約などが可能になるため、利便
性向上のためのルールや体制作りなどが必要です。
・高齢化や人口減少に伴う既存団体の解散などが予想されます。
・子どもが少なくなり、今まで行われていた集団的な育成会活動等が実施しにくい状
況にあり、活動の機会が失われつつあります。

施
策
の
目
的
・
目
標
達
成

の
た
め
の
役
割
分
担

１．町民（事業所、地域、団体）の役割 ２．行政（町、県、国）の役割

・自己啓発につながる取り組みに積極的に関わり、生きがいとなるような活動を
行う。
・学ぶことの楽しさを広め、仲間作りを行うなど、普及啓発に取り組む。
・指導者となり、後進の育成に努める。

・住民の興味関心を把握し、学びのきっかけとなる取り組みやすい学習機会
情報を提供する。その方法としてインターネット等の活用を図る。
・生涯学習施設の計画的な整備や管理運営を行い、安全で利用しやすい
環境の提供に努める。
・生涯学習を行う団体や個人の支援を行う。

3．施策を取り巻く状況（対象や法令等）は今後どのように変化する？ ４．施策に対して、住民や議会からどんな意見や要望が寄せられているか？

・公民館施設は老朽化が進み、町の施策が決定していない方面のバリアフリー
化や感染予防対策が遅れている。
・文化協会関係団体は会員の高齢化と新規入会者の減少で活動が衰退してい
る。
・町民の学びに対する要求は、学校教育的なものから趣味・文化・スポーツ的な
ものまで、多様化している。また、コロナ禍で集団的な学びを警戒する傾向にあ
り、感染症などにも対応した学習方法や学習機会の提供が求められている。

・地域差のない生涯学習施設の整備（バリアフリー・トイレ洋式化・修繕等）
が望まれている。
・図書室資料の充実と利便性の向上。
・支所公民館や遊休施設の有効活用。
・既存不適格施設の改善が望まれている。

施
策
を
取
り
巻
く
状
況

・住民の興味関心を把握し、学びのきっかけとなる取り組みやすい学習機会情報を提供する。また、その方法としてインターネット等の活用を図る。

21 日施策マネジメントシート（2023年度の振り返り、総括） 作成日 2024 年 6 月

基本
目標

Ⅳ 豊かな心と文化を育むまち

・学びの拠点施設となる公民館やカルチャーセンターの整備や機能の充実を図り、住民が生涯にわたって学習活動を行う環境整備に努めます。

・生涯学習施設の計画的な整備や管理運営を行い、安全で利用しやすい環境の提供に努める。

・生涯学習を行う団体や個人の支援を行う。

・感染症対策に配慮した、公民館講座の開設。

・指定管理者との連絡協議を強化し、自主事業の振興、利用者の利便性の向上に努める。

基
本
事
業
の

考
え
方

課長 丸山　浩文

担当係 生涯学習係、施設管理係

目的と
基本方針

町民が生涯を通じて自主的に学習する

・様々な媒体から学習情報等を積極的に発信して、学びの楽しさや必要性を啓発することで、住民の学習意欲の向上を目指します。

・講座やイベント等の参加者の要望を把握し、ニーズに合った学習機会を提供します。また、文化協会をはじめとする自主学習グループの活動を支援します。 

施策 19 生涯学習の推進 主管課

名称 生涯学習課

関係課



基
本
事
業
　
取
り
組
み
状
況
・
増
減
の
分
析
・
課
題
・
取
り
組
み

取り組み状況 目標に対する増減の要因分析 現状の課題 具体的な取り組み

1

生涯学習フェスティバルはコ
ロナ禍で中止していたが、令
和４年度に再開した。５年度
はチアの発表やスコップ三
味線等、社会教育委員から
の提案を受け実施した。

令和４年度は参加者を限定
した開催だった。今年度は
一般参加を再開し目標を達
成することができたが、動画
の撮影をしなかったため、視
聴数が0になってしまった。

イベントが発表の場だけでな
く、住民自らが学習に取り組
むきっかけになっていく必要
がある。

社会教育委員を中心に、マンネリ化しな
いよう生涯学習のきっかけ作りとなる企
画を検討する。

2

文化協会役員を中心に、生
涯学習事業実行委員会を立
ち上げて講座に参画しても
らった。

実行委員会の提案により、2
講座開催することができ目標
を達成することができた。

多様なニーズに応えるため
には、専門的な知識を持っ
た人員が必要である。

外部人材の登用を検討し、生涯学習事
業実行委員会の充実を図る。

3

4

成
果
指
標

　
　
の
達
成
状
況

Ａ 未達成
成
果
指
標

　
　
増
減
の
要
因

Ａ

コロナ禍の影響もあるが、公民館等の利用団体の構成員（文化協会等）の高齢化が原因と思われる。また、稼働
率は回復してきているが、利用者数が減少している。

Ｂ 未達成 Ｂ

コロナ禍の影響を受け、意欲はあるが取り組んでいない割合が39.2％あり、自身の活動に結びついていないと
推測される。

Ｃ Ｃ

Ｄ Ｄ

学習意欲の高揚

学習機会の充実
実績値

目標値

実績値

目標値

19 生涯学習の推進 主管課
名称

39.0 42.0 45.0

基本事業名 指標名 単位

1

Ｄ

生涯学習課

課長 丸山　浩文

2

3
実績値

目標値

目標値

実績値

5

目標値

基
本
事
業
の
成
果
指
標

B

B

B

B
実績値

目標値

Ａ

区分

350/350 400/400

2027年度

4 5 6

450/450 500/500

0

2023年度 2024年度 2025年度

49 640/0

施策

Ａ
実績値

4

2021年度 2022年度 2026年度

目標値

Ａ 生涯学習講座・教室等の開設数 回
実績値 2 4

13 4 4

目標値 500 300/300
Ａ

生涯学習フェスティバル参加者数/
動画視聴数

人
実績値

目標値

Ｃ
目標値

％
実績値 - 30.4 27.2

目標値 19,600 20,000 20,000

目標値 - 33.0 36.0

20,000
人

実績値 7,914

2023年度(R5) 2024年度(R6) 2025年度(R7) 2026年度(R8) 2027年度(R9)

20,000 20,000
施
策
の
成
果
指
標

成果指標名 単位 区分 2021年度(R3) 2022年度(R4)

11,622 9,312

Ｂ
心の豊かさや自他の向上のために講座などに参
加したり自分で学習したりしている人の割合

Ａ
公民館等利用者数　　※対象は町民
※カルチャーセンター含む※行政利用を除く

実績値

実績値



19.生涯学習の推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

交付件数

係

件項 5 目 1 2 1

様々な社会教育団体があるが、自己資金がない
団体や人材不足により各種事務作業が困難な団
体等があり、実際の団体自立は難しい。また、コ
ロナ禍が続き、発表の機会が減少している。

コロナ以降、町民の文化事業参加への積極
性が低下しているが、各団体・実行委員会の
事務局として生涯学習課が積極的に関わり
事業復活・継続をしていきたい。

令和　４年度 令和　５年度

課題なし なし

継続事業

単位
課 生涯学習

継続事業

事業実績

文化・社会教育の振興を図るため活動団体を支
援する。
　○文化振興事業
　○文化協会事業
　○若山牧水みなかみ紀行短歌大会事業
　○国際交流協会事業

前年度までコロナ禍のため開催をとりやめて
いた文化祭および生涯学習フェスティバル
は、令和5年度から通常開催に戻した。

円事務事業 000004 文化振興事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 3,391,912

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

なし

円

人34,601 42,814

令和　４年度 令和　５年度

令和 6 6 21

項 5 目 1
事業
期間

会
計

1 款 10

事務事業 000006 利根沼田文化会館運営費負担事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 44,543,000

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

施設利用者数

係
単位

課 生涯学習

施
策
体
系

施策 19 生涯学習の推進
事業実績利根沼田地域の福祉の増進と文化の発展に寄与

するため利根沼田広域市町村圏進行整備組合で
設置した文化会館の維持管理に要する費用を圏
域市町村で負担するもの。

人

令和 6 6 21

項 5 目 1 91 ８２
事業
期間

会
計

1 款 10

仕事をしている会員が多く、婦人会活動ができな
いので会をやめてしまう人が増えている。また、
新規入会者も少ないため、高齢化も進んでいる。
また、会員減少に伴い、役員が回せない状況が
発生している。

５月にコロナの取り扱いが５類になったが、コ
ロナ感染症の不安はすぐには取り除けない状
況があるため、引き続き全会員が安心して参
加できるように計画をたてていく。

令和　４年度 令和　５年度 単位

継続事業

4 5 回

施
策
体
系

施策 19 生涯学習の推進
事業実績婦人の地位向上に努め、豊かな人間性を培い、

明るい町づくりに貢献することを目的に活動する
婦人会の支援を行う。

会員相互の親睦を高めるため、新しい取組を
始める。
新規事業として、軽スポーツ大会を開催した
ところ、大盛況だったので、今後も継続してい
く。

事業費 810,000 円

課

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 02 学習機会の充実 会員数

生涯学習 係

事業実績

会議回数

課 生涯学習 係
令和　４年度 令和　５年度 単位

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

社会教育委員個人々の意識が高く積極的に活動
が出来ているが、コロナ禍で会議が積極的に組
めない状況がある。

新しい生活様式に対応した社会教育事業を
進める。

項 5 目 1

生涯学習の推進

継続事業

事務事業 000002 婦人会活動支援事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

令和 6 6 21

事業
期間

会
計

1 款 10

6 21

学習意欲の高揚

施
策
体
系

施策 19
町の社会教育環境を検討、向上を目的として活
動する社会教育委員の支援を行う。

コロナの影響で社会教育委員の活動も実施
が難しい状況だったが、５類への移行を踏ま
え令和５年度は年度当初に年間のスケジュー
ルを定め５回の会議を実施した。

329,980 円事務事業 000001 社会教育委員事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費

基本事業 01

令和 6

生涯学習の推進

事業
期間

会
計

1 款 10

組織名 生涯学習

組織名 生涯学習

組織名 生涯学習

組織名 生涯学習

施
策
体
系

施策 19



19.生涯学習の推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

事業
期間

会
計

1 款 10

生涯学習課には社会教育主事がいないため生涯
学習事業を専門的に推進する人材が不足してい
る。

生涯学習事業実行委員会の意見を参考にし
ながら、少しずつ講座数、参加者数を増やし
ていく。

令和　４年度 令和　５年度
課

継続事業 項 5 目 1

単位
生涯学習

人4・147 5・123

事業実績住民のニーズに合わせて、あるいは社会情勢や
町政、生涯学習分野の動向をふまえ、広く町民を
対象に生涯学習講座を開催する。

社会教育に関わる町民によるみなかみ町生
涯学習事業実行委員会を設立し、令和6年度
から実際に稼働する予定。

円事務事業 000005 生涯学習講座事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 151,000

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

講座回数・出席者数（延べ）

係

項 5 目 1 0/0 26/16

参加児童の男女の比率、参加人数の調整が難し
くなってきている。

みなかみ町側は定員を上回る応募があった
が、奄美側は男子が2人少なかった。年により
応募数には波がある。みなかみ町側も定員よ
り少ない年もあったことから、引き続き対象児
童に広く募集をかける。

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 生涯学習

継続事業

事業実績奄美市笠利町の児童とみなかみ町の児童が、
夏・冬相互に各々の土地を訪れ、風土の違いを
肌で実感しながら交流を図ることで、青少年の健
全育成を図る。

学校を通じて全対象学年児童に募集をかけ
たところ定員を上回る応募があった。

円事務事業 000001 奄美大島青少年交流事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 1,470,130

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

応募者数/参加者の数

係

人

人

令和 6 6 21

項 5 目 1 134・167 120・147
事業
期間

会
計

1 款 10

「二十歳の集い」に式典の名称を変更したため、
運営方式を実行委員会形式に変更した。しかし実
行委員が予想以上に集まらないため募集方法な
ど検討が必要。

実行委員会発足から「二十歳の集い」式典終
了後までの記録を作成し来年度以降の運営
に活かしていく。

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 生涯学習

継続事業

事業実績２０歳という人生の節目を町全体で祝福するととも
に、大人の一員であることへの自覚をより一層高
めることを目標に「二十歳の集い」を開催する。

実行委員招集のためのチラシなど作成し回覧
した。その結果、多くの応募があったため実
行委員会にも余裕が生まれた。

円事務事業 000002 二十歳の集い事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 710,853

基本事業 01 学習意欲の高揚
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

参加者数・新成人数

係

施
策
体
系

回

令和 6 6 21

項 5 目 1 1 1
事業
期間

会
計

1 款 10

特に問題なく良い活動ができているので、引き続
きこの状態を維持していきたい。

今後も年１回は実施する。
令和　４年度 令和　５年度 単位

課 生涯学習

継続事業

事業実績子どもたちの「科学する心」を育むとともに、青少
年の学校外活動の充実を図るため、科学実験・
科学工作・野外観察などの体験活動を実施する。

令和５年度は、コロナ対策をしながら１回開催
した。

円事務事業 000003 おもしろ科学教室事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 11,000

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

実施回数

係

施策

施策 19 生涯学習の推進

施
策
体
系

施策 19 生涯学習の推進

施
策
体
系

施策 19 生涯学習の推進

令和 6 6 21

事業
期間

会
計

1 款

施
策
体
系

令和 6 6 21
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19 生涯学習の推進

組織名 生涯学習

組織名 生涯学習

組織名 生涯学習

組織名 生涯学習



19.生涯学習の推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

10

施設は緊急避難場所になっているため、浄化槽
や水道の管理等、万一の利用に備える必要があ
る。

地域住民の安全確保及び健康促進並びに生
涯学習の推進を図るための適正な施設管理
と安全な活用。

令和　４年度 令和　５年度

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
利用回数

係組織名

回項 5 目 3 148 89
事業
期間

会
計

1 款

款 10

施設全体の老朽化が著しいため、利用者が安
心・安全に利用できるよう、優先順位を決めて改
修工事を進める必要がある。

施設改修のための予算を計画的に確保する
必要がある。

令和　４年度

単位
課 施設管理

継続事業

事業実績水上中部コミュニティセンターの管理運営を行い、
社会教育の推進をはかる。

避難所としての機能のみならず、地域住民の
親睦及び健康促進の場となるよう、施設の適
正な管理運営に心がける。センター外階段の
下に放置されたいた古いフェンスの残骸を処
分した。

円事務事業 000010 水上中部コミュニティセンター管理事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 239,833

基本事業 02 学習機会の充実

継続事業

事業実績
水上公民館の管理運営を行い、社会教育の推進
を図る。

公民館及び体育館のトイレの和式便座を１器
ずつ洋式化し利用者の利便性を向上させた。

円

生涯学習

人

令和 6 6 21

項 5 目 2 3318 6406
事業
期間

会
計

1

事務事業 000008 水上公民館管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 3,361,264

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

公民館利用者数

係組織名 生涯学習
令和　５年度 単位

課 施設管理

令和 6 6 21

項 5 目 2
事業
期間

会
計

1 款 10

他市町村の公民館利用状況を参考にして、利用
料、受付方法等を検討していく。

公民館利用者は年齢層が幅広く、高齢者でも
利用しやすい方法・システムを構築する必要
がある。

継続事業

事業実績中央公民館の管理運営を行い、社会教育の推進
をはかる。社会教育委員を含めた町内の様々な
社会教育団体の事務局が置かれ、それぞれの事
務を行う。

老朽化した施設の改修は令和３年度に完了
し、施設の安心安全な利用が確保された。ま
た、エレベータの設置により高齢者や車椅子
の方にも利用しやすい環境が整った。更に、
資材や機材等の搬入が容易になり利用範囲
が広がった。

円事務事業 000007 中央公民館管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 6,119,751

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

公民館利用者数

係組織名

人4867 6044

1 款 10

図書の充実を図る。４室共通の電算システムの
導入により利便性を図る。

新システムの周知を広く行い、利用率を高め
る必要がある。

令和　４年度

単位
課 施設管理

令和　４年度 令和　５年度

21

継続事業

事業実績資料の購入・貸出・整理・保管・調査相談等の業
務を行い、読書推進及び生涯学習活動の円滑化
を図る。

令和5年度をもって中央、水上、新治、カル
チャー4室共通の電算システムを稼働させる
ことができた。

円

生涯学習

人

令和 6 6 21

項 5 目 5 6,423 8,775
事業
期間

会
計

事務事業 000011 図書室運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 6,663,458

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

図書室利用者数

係

施
策
体
系

施策 19 生涯学習の推進

令和　５年度 単位
課 生涯学習

施
策
体
系

施策 19 生涯学習の推進

施
策
体
系

施策 19 生涯学習の推進

施
策
体
系

施策 19 生涯学習の推進

令和 6 6

組織名 生涯学習



19.生涯学習の推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

人・回項 5 目 3 13324 15929
事業
期間

会
計

1 款 10

令和３年度策定の施設改修基本計画における既
存不適格部分の早期改修。

改修工事のための予算を確保する必要があ
る。

令和　４年度 令和　５年度 単位
課 施設管理

継続事業

事務事業 000009 カルチャーセンター管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 28,486,100

基本事業 02 学習機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

施設の利用者数
・施設の利用回数
（全施設利用団体の累計）

係組織名 生涯学習

施
策
体
系

施策 生涯学習の推進
事業実績

センターの施設・設備及び児童図書室の環境を
整備し、生涯学習の推進に取り組む。

改修工事に必要な設計業務委託費を補正予
算で確保した。

円

令和 6 6 21
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